
【別紙様式１】
大分市立上野ヶ丘中学校　学力向上プラン１（８月）

学校教育
目標

志高く「凛として」生きていく生徒の育成

育成を目指す
資質・能力

学びを深める力の育成
「学びに向かう力、人間性等」「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」の3観点をバランスよく育成することを目指す。

学力に関する達成指標

学力状況について 学習状況について

児童
生徒
の

課題

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題 　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

いずれの教科とも平均正答率は全国平均を上回っている。2年生
の国語の「我が国の言語文化に関する事項」の領域は全国平均を
上回っているが、あまり高くない。

生徒質問においては、概ね全国のポイントより高くなっている。小
中一貫教育3校共通アンケートの結果も肯定的回答の割合が高
い。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）

・話合い活動など協働的な学習活動の充実が今後の課題である。
・自分の考えを全体の前で表現できる生徒が少ない。
・低学力層の生徒の学習に対する意欲が高くない傾向にあり、学力差が大きい。

指導
の

状況

１ 組織的な授業改善の取組状況

・「上中スタンダード」の学習規律、学習環境の維持・向上については、学習委員会の活動等を通して生徒が意識して実践できている。
・各教科において、日常生活や社会の身近な事象を題材にすることや、目的を明確にした話合い活動を実践することで、表現力や探
究力につなげるよう取り組んでいる。

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況

・夕学習や家庭学習等、購入しているテキスト等を活用し、基礎・基本の定着を図る取組を実施している。
・個人のニーズに応えるために、定期考査前の質問教室等、個別指導を行っている。
・自分の考えを表現できるよう、月に一回程度、人間関係づくりプログラムを計画し、実施している。

・各種学力調査におけるすべての教科で平均点や正答率が全国平均以上や県平均以上を目指す。
・定期テスト等で正答率80％以上の生徒の割合40％以上、40％未満の生徒の割合12％未満を目指す。
・「意見交流をすることによって、自分の考えを広げたり、深めたりすることができた」生徒94％以上を目指す。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

（テーマ）表現力、探究力を育成する学習活動
（重点）課題提示と、目的を明確にした話合い活動の工夫

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
①「上中スタンダード」の推進
　・生徒会活動とのタイアップ
②基礎・基本の定着（家庭学習の充実
と　課題提出の徹底＋個別指導の充
実）
　・長期休み中や放課後の補充学習

①教師の授業力向上
(授業実践研究、理論研究、単元構想)
②小中一貫教育合同研修会の充実

①家庭学習の在り方の啓発
②通信等での発信、共有

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

【授業改善以外の学力向上の取組】

①学習委員会の毎月の重点活動の実
施

②定期考査前の質問教室の実施

①教科マイスターの活用による検証授
業の実施

②月一回の校内研修の実施

①入学説明会や新入生ガイダンスで説
明
②学校・学年通信、生活通信等年間１
２号以上
（学校教育方針や行事など学校や生徒
の様子等）

〇小中一貫教育を通じての学び方改善
　①中一ギャップなど生徒の小中の情報交換や生徒アンケートの実施
　②３校合同アンケートおける児童生徒の実態把握と課題解決に向けた方策の検討
　③学校生活・基本的生活の指導の共通化
〇積極的な生徒指導・支援を行い、不登校・不登校傾向の予防　　（個別指導にて早期解決を図る。）

〈検証指標〉 〈検証指標〉 〈家庭・地域の検証指標〉

・「授業で学んだことを家庭学習や夕学
習によって定着できた」の項目で肯定
的な回答90％以上

・授業改善に努める。
・「授業が分かりやすい」の項目で肯定
的な回答94％以上

・わが子の家庭学習の習慣化
（保護者の肯定的解答90％以上）

取組番号②


